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史
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は
じ
め
に

　
本
研
究
の
目
的
は
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
十
二
月
静
岡
藩
に
創
設
さ
れ

た
「
徳
川
家
兵
学
校
」
（
通
称
「
沼
津
兵
学
校
」
、
以
下
「
兵
学
校
」
と
称
す
）

に
お
け
る
教
育
の
構
造
的
特
徴
を
旧
幕
教
育
機
関
の
制
度
改
革
の
検
討
に
よ
り

解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
兵
学
校
は
、
陸
軍
士
官
養
成
を
目
的
と
し
て
旧
幕
臣
お
よ
び
そ
の
子
弟
を
対

象
に
開
校
さ
れ
た
。
教
授
陣
に
は
旧
幕
闘
成
所
、
海
軍
所
、
陸
軍
所
の
洋
学
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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を
揃
え
（
表
1
）
、
学
校
規
則
『
徳
川
家
兵
学
校
捷
沓
』
（
以
下
『
淀
菩
』
と
称
す
）

に
よ
り
各
種
試
験
や
教
育
内
容
、
教
授
方
法
、
生
徒
及
び
教
官
の
資
格
に
至
る

ま
で
厳
密
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
士
官
学
校
と
異
な
り
、

「
普
通
学
」
を
採
用
し
た
教
育
内
容
に
特
徴
が
あ
る
。
予
備
教
育
機
関
と
し
て

「
徳
川
家
兵
学
校
付
属
小
学
校
」
（
以
下
「
付
属
小
学
校
」
と
称
す
）
を
持
ち
、
原
則

的
に
そ
の
課
程
を
終
了
し
て
試
験
に
よ
り
兵
学
校
に
入
学
し
、
進
級
し
て
い
く

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
付
属
小
学
校
か
ら
及
第
者
が
出
る
ま
で
の
約
半
年
間
は
並

　
　
　
　
　
　
沼
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お
け
る
教
育
の
史
的
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察
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行
し
て
予
備
教
育
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
間
割
と
思
わ
れ
る
表
一
表
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）
か
ら
は
、
兵
学
校
教
官
に
よ
る
漢
字
、
洋
算
、
作
文
な
ど
の
授
業
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
、
能
力
別
ク
ラ
ス
編
成
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
兵
学
校
を
取
り
扱
っ
た
研
究
は
数
多
い
が
、
教
育
政
策
に
関
す
る
本
格
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
↓

研
究
は
限
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
橋
尾
四
郎
氏
は
、
兵
学
校
設
立
の
基
礎
を
軍

事
掛
阿
部
潜
の
「
陸
軍
解
兵
御
仕
方
菩
」
に
求
め
、
さ
ら
に
兵
学
校
－
小
学
校
の

体
制
を
東
洋
的
伝
統
的
学
校
体
制
と
位
置
付
け
た
。
こ
れ
ら
は
近
代
化
の
源
泉

を
専
ら
明
治
維
新
以
降
に
求
め
た
た
め
と
理
解
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
視
座
は

緒
果
的
に
「
東
洋
的
伝
統
的
」
「
近
代
的
・
開
明
的
・
（
西
欧
的
）
」
と
い
う
明
快

な
図
式
を
作
り
上
げ
、
両
者
が
混
在
し
て
い
る
兵
学
校
の
全
体
像
を
か
え
っ
て

暖
昧
な
も
の
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
本
研
究
で
は
こ
の
よ
う
な
姿
勢
を
疑
問
視
し
、
宮
崎
ふ
み
子
氏
の
「
開
成
所

に
於
け
る
慶
応
改
革
」
に
よ
り
は
じ
め
て
示
唆
さ
れ
た
開
成
所
と
沼
津
兵
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
一

の
「
教
職
の
体
系
」
に
み
る
関
連
性
を
一
つ
の
根
拠
と
し
て
、
旧
幕
教
育
機
関

で
実
施
さ
れ
た
制
度
改
革
の
到
達
点
を
具
体
的
に
検
討
し
、
沼
津
に
お
け
る
教

育
の
史
的
構
造
を
考
察
し
た
い
。

一
五
九



開
成
所
の
学
政
改
革

　
開
成
所
で
は
、
陪
臣
で
あ
る
優
秀
な
教
官
を
直
参
に
召
し
抱
え
る
と
い
う
待

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
6
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遇
改
善
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
十
月
に
海
軍
奉
行
並
、

陸
軍
奉
行
並
、
開
成
所
頭
取
等
に
よ
り
「
開
成
所
学
政
改
革
之
儀
申
上
候
書

付
」
が
老
中
に
提
出
さ
れ
た
。

　
　
近
来
閉
成
所
稽
古
人
追
ミ
相
増
、
殊
海
陸
軍
奉
行
支
配
之
者
此
程
6
多
人

　
　
数
出
席
仕
候
二
付
而
は
、
教
導
向
手
廻
兼
必
至
と
御
差
支
相
成
候
二
付
深

　
　
心
配
仕
種
ミ
参
考
仕
候
慮
、
是
迄
之
通
二
而
は
教
導
向
之
仕
法
一
定
不
仕

　
　
且
教
授
方
之
者
御
手
当
向
次
第
不
同
二
御
座
候
間
、
殆
優
劣
顛
倒
之
姿
二

　
　
相
当
折
合
方
も
不
宜
、
随
而
銘
ミ
勤
向
も
随
意
押
移
御
不
都
合
相
成
候
儀

　
　
二
御
座
候
間
、
此
度
学
政
向
改
革
仕
是
迄
隔
日
出
勤
致
候
者
共
日
勤
為
致

　
　
且
其
学
術
之
浅
深
二
因
而
第
一
第
二
第
三
と
等
級
相
定
、
一
等
之
者
は
稽

　
　
古
人
先
進
之
徒
輪
講
会
読
質
問
等
相
心
得
、
二
等
之
者
は
稽
古
人
後
進
之

　
　
徒
引
立
方
同
様
相
心
得
、
三
等
之
者
は
少
年
初
学
之
者
江
句
読
相
授
候
様
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
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夫
ミ
事
務
之
定
諜
柵
立
何
れ
も
定
人
数
取
極
申
度
奉
存
候

と
あ
り
、
さ
ら
に
「
御
手
当
之
儀
も
三
等
二
分
」
、
「
英
学
教
授
方
人
員
」
を
規

定
し
た
。
改
革
の
趣
旨
は
以
下
の
四
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
①
身
分
に
関
係
な
く
能
力
に
よ
り
教
官
を
第
一
等
、
二
等
、
三
等
に
分
け
る
。

　
②
教
官
の
等
級
ご
と
に
担
当
生
徒
及
び
職
務
分
担
を
決
め
る
。

　
③
等
級
ご
と
に
教
官
の
給
料
を
定
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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④
英
学
を
は
じ
め
各
学
科
の
教
官
の
定
員
を
、
等
級
ご
と
に
定
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
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こ
の
改
革
案
は
緒
果
的
に
英
学
と
仏
学
の
み
に
つ
い
て
行
わ
れ
、
二
学
科
に
お

い
て
少
な
く
と
も
三
段
階
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
設
定
さ
れ
た
。
一
方
で
は
、
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

後
教
官
の
採
用
は
直
参
か
ら
の
み
な
ど
後
退
し
た
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
m
一

能
力
主
義
の
導
入
は
学
校
の
近
代
化
の
一
つ
と
し
て
評
価
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
開
成
所
の
学
政
改
革
は
、
英
仏
海
陸
軍
伝
習
の
た
め
の
準
備
を

必
要
と
す
る
海
陸
軍
所
生
徒
の
受
け
入
れ
に
起
因
す
る
。
開
成
所
は
、
こ
れ
ま

で
も
通
訳
あ
る
い
は
伝
習
生
と
し
て
教
官
や
生
徒
が
軍
事
機
関
に
転
出
す
る
こ

　
　
　
　
　
＾
1
1
〕

と
は
あ
っ
た
が
、
本
来
兵
学
や
西
洋
諸
科
学
の
書
籍
、
外
交
文
書
の
翻
訳
な
ど

を
主
た
る
任
務
と
し
た
「
非
軍
事
的
」
機
関
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
海
陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
u
一

軍
所
生
徒
の
受
け
入
れ
及
び
海
陸
軍
奉
行
並
へ
の
所
管
の
移
行
は
、
開
成
所
が

軍
事
的
な
体
制
と
よ
り
緊
密
な
関
係
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

二
　
海
陸
軍
所
の
軍
制
改
革

　
海
陸
軍
所
で
は
、
文
久
年
間
以
降
海
軍
所
を
手
初
め
に
富
国
強
兵
を
目
的
と

す
る
一
連
の
近
代
化
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
御
軍
制
掛
等
が
提
出

　
　
　
　
一
1
3
一

し
た
意
見
書
の
う
ち
教
育
に
関
す
る
も
の
を
抜
き
出
す
と
（
表
3
一
、

　
（
一
）
能
力
主
義
の
徹
底

　
（
二
）
教
育
内
容
の
変
更

　
（
三
）
海
陸
軍
所
の
合
併
（
開
成
所
構
内
に
設
置
す
る
）



の
三
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
三
項
め
以
外
は
開
成
所
、
海
軍
所
、
陸
軍
所
に
お

い
て
部
分
的
に
採
用
さ
れ
た
。
以
下
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。

（
一
）
能
力
主
義
の
徽
底

　
こ
れ
は
、
能
力
主
義
に
よ
る
役
職
の
任
命
で
あ
る
。
前
述
し
た
開
成
所
の
学

政
改
革
に
も
影
笹
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て

は
意
見
菩
⑨
に
あ
る
人
材
抜
擢
の
建
白
を
そ
の
最
終
案
と
し
て
取
り
上
げ
て
み

た
い
。
そ
こ
で
は
、
海
軍
編
成
の
際
に
お
け
る
役
職
決
定
に
つ
い
て
、

　
　
業
前
の
甲
乙
を
も
っ
て
、
階
級
俸
禄
等
御
定
め
相
成
る
べ
き
は
勿
論
の
義

　
　
に
御
座
候
え
ど
も
、
最
前
業
前
相
達
し
候
も
の
は
多
分
小
禄
卑
官
の
者
に

　
　
て
、
従
来
の
御
規
則
も
こ
れ
あ
り
、
一
時
身
分
御
引
上
げ
相
成
り
か
ね
候

　
　
訳
よ
り
、
余
義
な
く
勤
め
方
、
ま
た
は
出
役
の
名
義
を
も
っ
て
、
追
々
御

　
　
引
立
て
こ
れ
あ
り
候
え
ど
も
、
な
に
ぶ
ん
混
雑
不
都
合
は
申
し
上
げ
候
迄

　
　
も
な
く
、
甲
乙
の
等
級
も
柵
立
ち
申
さ
ず
、
右
様
の
次
第
に
て
は
到
底
海

　
　
軍
の
御
規
律
も
相
立
ち
難
し
と
存
じ
奉
り
候
間
、
種
々
熟
慮
商
議
仕
り
候

　
　
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
に
も
海
軍
に
限
り
御
一
新
の
御
仕
法
梱
立
て
、
門
地
、

　
　
世
禄
の
旧
習
御
破
り
こ
れ
な
く
候
て
は
、
相
叶
い
難
き
義
に
付
き
、
後
来

　
　
た
と
え
卑
官
小
給
の
者
、
或
い
は
部
屋
住
厄
介
、
陪
臣
の
輩
た
り
と
も
、

　
　
業
前
熟
達
の
者
は
直
ち
に
御
軍
艦
奉
行
へ
も
御
抜
擢
相
成
り
候
程
の
御
見

　
　
据
え
を
も
っ
て
、
そ
の
業
前
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
本
役
に
も
仰
せ
付
け

　
　
一
H
一

　
　
ら
れ

と
提
案
し
て
い
る
。
従
来
の
方
法
で
は
有
能
な
者
の
多
く
は
出
身
身
分
が
低
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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た
め
に
、
ま
ず
「
勤
め
方
」
や
「
出
役
」
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
沼
津
兵
学
校
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お
け
る
教
育
の
史
的
考
察

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
複
雑
な
役
職
決
定
で
は
能
力
に
よ
る
等
級
設
定
も
混
乱

し
不
都
合
で
あ
る
の
で
、
海
軍
に
限
り
全
て
の
身
分
枠
を
取
り
払
っ
て
人
材
を

抜
擢
し
、
常
勤
と
し
て
職
に
専
念
さ
せ
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
海
軍
の
場
合
、

意
見
書
⑥
に
あ
る
よ
う
に
、
外
国
へ
注
文
し
た
軍
艦
の
完
成
を
半
年
後
に
控
え

士
官
の
人
員
増
加
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
緒
果
と
も
い
え
よ
う
。

（
二
）
教
育
内
容
の
変
更

　
こ
れ
は
、
優
秀
な
人
材
養
成
た
め
に
従
来
の
教
育
内
容
を
改
善
す
る
提
議
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
意
見
杳
⑧
の
第
十
三
条
に
お
け
る
生
徒
資
格
に
お
い
て
、

　
　
海
軍
術
は
陸
軍
と
も
違
い
平
常
も
実
地
に
て
、
何
時
風
波
の
恐
れ
こ
れ
な

　
　
し
と
も
申
し
難
く
、
唯
今
ま
で
の
通
り
綾
か
の
学
術
に
て
は
、
そ
の
実
海

　
　
軍
士
官
と
は
申
し
難
く
、
必
ず
英
仏
蘭
の
書
籍
の
内
、
独
読
、
測
量
学
な

　
　
ら
び
に
砲
術
、
運
用
術
は
兼
備
致
さ
ず
候
て
は
、
一
士
官
の
学
術
に
は
事

　
　
足
り
申
さ
ず
、
故
に
芸
術
書
も
弓
、
馬
、
槍
、
剣
、
一
の
み
の
嗜
く
ら
い

　
　
に
て
は
、
士
官
の
学
業
と
は
申
難
し
候
間
、
力
及
び
候
わ
ば
前
件
四
科
の
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上
、
究
理
学
、
地
理
学
、
歴
史
学
兼
ね
候
よ
う
致
さ
れ
た
し

と
援
言
し
て
お
り
、
実
用
の
基
礎
と
な
る
語
学
や
測
量
学
の
ほ
か
歴
史
と
い
う

幅
広
い
知
識
の
修
得
を
要
求
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
普
通
学
」
の
必
要
性
は
、

長
崎
海
軍
伝
習
所
教
官
の
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ー
ケ
（
5
蕎
目
昌
頁
奉
．
↑
O
．
畠
－
⑦

－
畠
竃
）
に
よ
り
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　
我
々
は
四
十
人
の
旗
本
出
身
の
生
徒
に
、
あ
ら
ゆ
る
航
海
学
の
教
育
を
施

　
　
し
た
が
、
こ
れ
ら
将
来
士
官
に
任
用
せ
ら
る
べ
き
運
命
に
あ
る
人
々
は
、

　
　
少
な
く
と
も
何
事
も
大
綱
だ
け
は
一
と
通
り
教
わ
っ
て
お
く
べ
き
筈
な
の

一
六
一



　
　
に
、
い
つ
も
「
拙
者
は
運
転
の
技
術
は
教
わ
っ
て
い
る
が
操
練
は
や
ら
な

　
　
い
」
と
か
、
あ
る
い
は
「
拙
者
は
砲
術
、
造
船
お
よ
び
馬
術
を
学
ん
で
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
H
〕

　
　
る
の
だ
」
と
い
う
風
で
、
勝
手
気
儘
な
考
え
で
勉
強
を
し
て
い
る
の
だ
。

と
、
彼
は
生
徒
の
教
育
に
対
す
る
姿
勢
を
批
判
し
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
は

海
軍
の
伝
統
は
な
く
、
は
じ
め
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
教
官
に
よ
る
近
代
的
な
伝
習
を

採
用
し
て
お
り
、
学
科
目
は
「
造
船
、
航
海
、
船
中
大
砲
、
蒸
気
、
騎
兵
・
歩

兵
・
騎
馬
調
練
、
築
城
砲
術
、
算
術
、
地
理
、
蘭
語
」
な
ど
十
七
科
目
も
あ

　
＾
1
8
〕っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
短
期
間
に
披
術
を
修
得
し
た
い
と
す
る
者
の
中
に
は
、

自
分
の
興
味
以
外
の
学
科
、
特
に
じ
っ
く
り
時
間
を
要
す
る
学
科
を
修
得
す
る

こ
と
に
対
し
て
不
平
を
も
ら
す
者
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
様
の
傾
向
は

陸
軍
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
意
見
書
⑦
に
よ
る
と
、
戦
闘
の
際
に
も

測
最
学
、
地
理
学
、
器
械
学
、
築
城
学
等
の
知
識
が
な
い
た
め
に
、
遠
近
の
差

が
わ
か
ら
ず
に
「
獲
り
に
空
弾
を
相
放
し
」
、
器
械
が
破
損
し
て
も
「
取
繕
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
一

候
者
も
御
座
な
く
」
等
の
不
都
合
が
生
じ
て
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
教
育
内
容
の
変
更
を
要
請
す
る
意
見
書
に
対
し
て
、
幕
府
か

ら
の
指
示
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
以
下
の
規
定
を
見
る
限
り
で
は
、

こ
の
教
育
内
容
の
変
更
は
認
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
（
文
久

二
年
）
八
月
二
十
一
日
、
小
普
請
組
支
配
の
者
百
九
十
五
人
、
同
組
三
十
人
、

都
合
百
六
十
六
人
御
軍
艦
奉
行
支
配
に
属
せ
ら
れ
、
そ
の
後
海
軍
奉
行
並
支
配

に
属
せ
ら
」
れ
た
者
を
対
象
に
「
海
軍
奉
行
並
支
配
組
の
者
教
育
の
手
続
き
」

が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
条
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
一
、
生
年
八
歳
よ
り
十
五
歳
迄
の
者
は
学
問
所
に
て
、
四
書
五
経
の
素
読

一
六
一
一

　
　
　
致
さ
せ
、
右
出
来
の
上
、
開
成
所
へ
相
廻
し
英
仏
の
内
、
語
学
、
究
理
、

　
　
　
地
理
、
歴
史
、
数
理
等
相
学
ば
せ
候
事
。

　
　
一
、
生
年
十
五
歳
以
上
二
十
歳
以
下
に
て
四
書
五
経
の
素
読
相
済
み
候
者

　
　
　
は
差
向
き
開
成
所
へ
相
廻
し
、
英
仏
の
内
、
語
学
、
地
理
、
究
理
、
歴

　
　
　
史
、
数
理
等
相
学
ば
せ
候
事
。

　
　
一
、
生
年
二
十
歳
以
上
の
中
に
て
、
や
や
敏
捷
に
相
見
え
候
者
を
撰
み
、

　
　
　
航
海
術
、
船
具
運
用
、
蒸
気
機
関
、
海
上
砲
術
、
造
船
等
諸
学
科
の
内

　
　
　
相
学
ば
せ
、
そ
の
他
天
性
不
敏
の
者
な
ら
び
に
前
条
の
十
五
歳
以
上
二

　
　
　
十
歳
以
下
に
て
、
四
書
五
経
の
素
読
出
来
申
さ
ざ
る
者
、
或
い
は
齢
五

　
　
　
十
歳
以
上
の
者
は
一
同
小
銃
隊
操
練
等
な
ら
び
に
海
打
ち
前
稽
古
の
み

　
　
　
致
さ
せ
候
事
。

　
　
　
　
　
但
し
、
右
の
者
ど
も
の
内
有
志
の
輩
、
見
込
み
の
学
科
修
業
相
願

　
　
　
　
　
い
候
は
、
勝
手
次
第
の
事
。

　
　
　
　
　
御
船
々
御
用
相
増
し
海
軍
所
御
人
少
に
て
、
一
時
教
授
向
き
差
支

　
　
　
　
　
え
候
節
は
、
本
文
二
十
歳
以
上
航
海
術
以
下
諸
学
科
の
内
、
掛
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
0
一

　
　
　
　
　
定
め
、
数
学
相
学
ば
せ
置
き
候
事
。

　
こ
れ
は
海
軍
に
必
要
な
人
材
育
成
の
た
め
の
教
育
階
梯
で
あ
り
、
学
問
所
を

底
辺
、
海
軍
所
を
頂
点
と
し
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
学
校
体
系
と
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
学
間
所
で
漢
学
の
素
養
を
つ
け
、
開
成
所
で
外
国
語
と
諸
科
学
な

ど
を
修
得
し
、
海
軍
所
で
高
度
な
技
術
と
実
地
訓
練
を
身
に
つ
け
る
の
で
あ
る
。

学
問
所
か
ら
開
成
所
、
開
成
所
か
ら
海
軍
所
に
進
学
す
る
際
に
は
特
に
試
験
は

行
わ
れ
な
い
が
、
日
頃
か
ら
成
繍
の
良
い
者
が
選
ば
れ
て
最
終
教
育
機
関
ま
で



進
む
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
三
段
階
の
進
路
は
以
前
か
ら
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
存
在
し
て

　
＾
”
〕い
た
が
、
実
際
に
は
当
時
の
教
養
と
し
て
の
漢
学
を
底
辺
と
し
て
そ
こ
か
ら
開

成
所
、
海
軍
所
、
陸
軍
所
と
枝
分
か
れ
を
す
る
二
段
階
の
進
学
形
態
や
、
同
時

に
ニ
カ
所
で
学
ぶ
と
い
う
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
的
形
態
が
主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

　
一
犯
〕
れ
る
。
各
教
育
機
関
の
教
育
内
容
は
、
従
来
そ
れ
ぞ
れ
に
採
用
さ
れ
て
い
た
も

の
と
同
様
で
あ
る
が
、
三
段
階
の
系
統
的
な
学
習
に
伴
い
、
最
終
教
育
機
関
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
3
〕

あ
る
海
軍
所
の
生
徒
は
従
来
の
「
算
術
学
・
測
量
学
」
の
他
、
必
然
的
に
「
語

学
、
究
理
、
地
理
、
歴
史
」
も
身
に
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
で
指
摘
す
べ
き
は
、
海
軍
の
た
め
の
詑
学
科
修
莱
が
陸
軍
の
必
要
十
分

条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
意
見
菩
②
に
お
い
て
「
二
軍
将
士

の
学
術
、
そ
の
余
は
異
り
候
よ
う
御
座
候
え
ど
も
、
そ
の
本
は
相
同
じ
く
、
殊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
別
一

に
そ
の
入
門
の
学
は
更
に
二
端
こ
れ
な
く
候
」
と
あ
り
、
実
地
練
習
は
そ
れ
ぞ

れ
方
式
が
違
う
が
、
学
ぶ
べ
き
基
礎
的
な
学
科
は
同
様
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
た
が
っ
て
、
⑦
に
あ
る
海
陸
軍
学
校
合
併
の
提
議
は
、
こ
の
段
階
に
お
い
て

説
得
力
を
持
つ
の
で
あ
る
。

（
三
）
海
陸
軍
所
の
合
併

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
意
見
菩
①
に
よ
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
海
陸
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
”
）

学
校
の
合
併
は
「
賞
地
併
合
の
場
合
に
臨
み
て
も
互
に
相
補
助
し
て
大
に
益
」

が
あ
り
、
技
術
的
人
的
な
相
互
交
流
が
軍
の
レ
ベ
ル
を
高
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
学
校
に
お
い
て
「
報
国
の
士
気
を
培
養
せ
は
各
人
貨
に
危
疑
を
抱
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
些

陣
頭
に
立
ち
忠
死
す
れ
は
武
夫
の
栄
た
る
を
解
す
る
」
と
精
神
教
育
の
可
能
性

　
　
　
　
　
　
沼
津
兵
学
校
に
お
け
る
教
育
の
史
的
考
察

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
勝
麟
太
郎
は
、
軍
隊
に
お
い
て
肝
心
な
の
は
「
精
神
教

育
」
で
あ
る
と
し
、
軍
制
改
正
が
西
洋
の
軍
事
披
術
の
移
入
の
み
で
終
わ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
）

し
ま
う
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。

　
海
陸
軍
学
校
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
意
見
書
が
多
々
提
出
さ
れ
な
が
ら
も
ほ

と
ん
ど
進
展
が
な
か
っ
た
。
意
見
書
⑦
に
お
い
て
「
（
軍
艦
）
操
練
所
は
当
春

御
焼
失
相
成
り
、
陸
軍
所
は
こ
の
ほ
ど
外
御
用
に
相
成
り
、
唯
今
の
処
全
く
一

　
　
　
　
　
　
＾
竪

時
の
仮
御
役
所
に
候
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
幕
府
は
財
政
難
に
よ
り
、
新

　
　
　
　
　
　
一
”
一

た
に
二
つ
の
学
校
、
そ
し
て
合
併
し
た
学
校
さ
え
も
建
設
す
る
余
裕
が
な
か

　
＾
3
0
〕っ
た
。
そ
こ
で
最
終
的
に
は
、

　
　
洋
学
熟
達
の
者
多
人
数
出
役
仕
り
居
り
候
間
、
両
軍
学
科
の
書
籍
等
そ
れ

　
　
ぞ
れ
取
調
べ
さ
せ
候
儀
も
充
分
出
来
致
し
候
に
つ
き
、
闘
成
所
へ
海
陸
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
引
）

　
　
教
授
所
一
纏
め
に
御
開
き
相
成
り
候
儀
、
至
極
御
良
法
と
存
じ
奉
り
候

と
い
う
結
論
に
達
し
、
所
管
は
「
林
大
学
頭
、
林
式
部
少
輔
は
勿
論
、
陸
軍
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㏄
一

行
、
御
軍
艦
奉
行
に
て
取
扱
」
に
す
る
と
し
た
。
こ
の
案
は
林
大
学
頭
ら
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
珊
一

り
不
都
合
で
あ
る
と
拒
否
さ
れ
、
結
局
学
校
合
併
は
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
。

　
し
か
し
開
成
所
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
慶
応
元
年
か
ら
陸
軍
奉
行
並
の
所
管

に
移
さ
れ
、
同
三
年
二
月
に
は
海
軍
奉
行
並
も
加
わ
り
、
陸
軍
、
次
い
で
海
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
訓
）

の
生
徒
の
受
け
入
れ
が
始
ま
っ
た
。
開
成
所
で
学
ん
だ
海
軍
奉
行
並
支
配
の
生

徒
数
な
ど
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
海
軍
奉
行
並
支
配
で
開
成
所
教
官
等

兼
務
の
者
よ
り
慶
応
三
年
二
月
に
数
学
教
授
手
伝
出
役
に
二
名
、
同
八
月
に
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
些

学
一
等
教
授
方
に
一
名
が
昇
格
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
特
に
海

一
六
一
一
一



軍
生
徒
を
対
象
に
教
授
す
る
た
め
と
推
察
で
き
る
。

　
以
上
、
軍
制
改
正
に
際
し
て
教
育
に
関
す
る
三
つ
の
意
見
を
中
心
に
考
察
し

た
。
こ
れ
ら
の
項
目
に
対
す
る
採
否
の
達
し
は
見
い
出
せ
な
か
っ
た
が
、
そ
の

後
の
政
策
及
び
事
実
に
相
照
ら
し
て
検
討
す
る
と
、
こ
れ
ら
三
つ
の
う
ち
「
海

陸
軍
所
の
合
併
」
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
あ
と
の
二
つ
は
い
ず
れ
も
一
部

修
正
さ
れ
た
形
で
実
現
し
た
と
推
測
で
き
る
。
能
力
主
義
は
、
開
成
所
の
改
革

に
み
る
よ
う
に
幕
臣
の
み
に
適
用
さ
れ
た
。
ま
た
教
育
内
容
に
つ
い
て
は
、
海

軍
所
の
生
徒
が
開
成
所
に
入
学
し
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
語
学
・
数
学
を
中
心

と
し
た
学
科
が
修
得
さ
れ
た
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。
地
理
、
歴
史
な
ど
に
つ

い
て
は
、
実
際
に
行
わ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
少
し
で
も
早
く
軍
備
増
強
を

望
む
幕
府
に
と
っ
て
は
、
系
統
的
な
幅
広
い
知
識
の
修
得
よ
り
も
、
短
期
間
で

修
得
で
き
実
践
と
す
ぐ
結
び
つ
く
技
術
重
視
、
つ
ま
り
実
学
教
育
が
選
択
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
海
陸
軍
外
国
人
教
師
に
よ
る
提
言

　
軍
制
改
正
に
お
け
る
意
見
杳
は
、
海
陸
軍
関
係
者
自
身
の
経
験
及
び
外
国
書

籍
か
ら
の
惰
報
に
基
づ
く
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
同
時
に
彼
ら
と
接
し
た
外

国
人
海
陸
軍
教
師
に
よ
る
進
言
も
見
落
と
せ
な
い
。
そ
の
内
容
は
諸
学
術
修
得

の
必
要
性
か
ら
近
代
国
家
形
成
の
基
盤
と
な
る
精
神
教
育
に
ま
で
及
び
、
書
簡

や
建
白
書
と
い
う
方
法
を
も
っ
て
幕
臣
に
伝
え
ら
れ
た
。

　
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
士
官
ペ
ル
ス
・
レ
イ
ケ
ン
（
墨
ω
ξ
鼻
雪
一
〇
．
O
．
ρ
畠
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四

－
冨
o
。
①
）
は
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
帰
国
に
際
し
勝
麟
太
郎
に
宛
て
た
書

簡
の
中
で
、
列
強
に
よ
る
日
本
支
配
を
危
倶
し
、

　
　
国
政
の
機
に
於
て
日
本
政
府
の
勘
考
に
は
、
軍
務
に
携
わ
る
数
多
の
学
術
、

　
　
み
な
西
洋
学
方
こ
そ
国
の
堅
固
独
立
の
た
め
緊
要
の
も
の
な
ら
め
と
（
中

　
　
略
）
軍
務
に
属
す
る
学
業
、
そ
の
余
、
水
夫
の
如
き
、
わ
れ
よ
り
以
下
の

　
　
輩
に
於
て
も
、
一
円
見
訓
ま
ざ
る
学
術
ま
た
は
大
概
を
の
み
知
る
が
如
き

　
　
学
業
の
外
に
、
な
お
許
多
の
学
術
あ
り
。
こ
れ
ら
は
土
民
安
泰
の
た
め
必

　
　
　
　
　
　
　
＾
％
）

　
　
要
の
も
の
な
り

と
述
べ
、
そ
の
最
も
近
道
と
し
て
海
外
留
学
生
の
派
遣
を
低
言
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
士
官
シ
ャ
ノ
ワ
ン
（
9
彗
〇
三
P
O
、
ω
．
↑
冨
竃
－

ε
冨
）
は
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
五
月
に
フ
ラ
ン
ス
公
使
を
通
じ
徳
川
慶

喜
に
軍
隊
の
近
代
化
に
関
し
て
三
十
六
項
目
に
も
わ
た
る
建
白
書
を
献
上
し
た
。

彼
は
、
日
本
が
た
だ
西
洋
の
制
度
を
外
面
的
に
模
倣
す
る
だ
け
で
徹
底
し
な
い

こ
と
を
批
判
し
、
自
国
に
あ
っ
た
富
国
強
兵
策
を
と
る
よ
う
に
進
言
し
て
い
る
。

人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、

　
　
第
六
、
○
総
て
諸
国
の
兵
士
あ
れ
ば
必
ず
好
き
士
官
を
養
成
す
る
た
め
の

　
　
　
学
校
を
建
て
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
ま
た
世
人
の
知
る
所
な
り
。
○
そ

の
意
を
行
う
に
そ
の
制
度
は
そ
の
国
の
風
習
及
び
少
年
の
受
け
来
れ
る

教
導
に
従
い
て
異
な
り
。
然
れ
ど
も
こ
れ
を
行
う
は
兎
も
角
も
必
要
の

事
と
云
う
べ
し
。
○
そ
も
そ
も
真
の
兵
術
教
導
は
一
般
教
導
（
武
人
は

何
の
兵
に
俗
す
る
に
論
な
く
、
総
て
始
め
に
学
ぶ
べ
き
通
教
あ
り
。
こ

れ
を
一
般
教
導
と
云
う
。
も
し
始
め
に
こ
れ
を
学
び
置
か
ざ
れ
ば
諸
芸



　
　
　
上
達
し
難
し
）
を
基
本
と
為
す
。
方
今
日
本
の
士
官
、
多
く
は
こ
れ
を

　
　
　
閥
如
せ
り
（
中
略
）

　
　
第
三
十
五
、
○
兵
隊
の
教
導
を
な
す
同
時
に
於
て
、
欧
羅
巴
諸
国
の
如
く
、

　
　
　
士
官
を
取
立
る
学
校
を
設
く
る
事
欠
く
べ
か
ら
ず
。
○
日
本
の
方
今
、

　
　
　
国
教
の
有
様
に
於
て
、
こ
の
学
校
を
設
く
れ
ば
、
政
府
の
た
め
に
要
用

　
　
　
な
る
知
見
を
開
き
、
且
つ
当
時
外
国
へ
求
む
る
品
物
を
、
数
年
の
後
、

　
　
　
日
本
国
内
に
て
製
造
す
る
を
得
べ
し
。

　
　
第
三
十
六
、
○
日
本
人
、
こ
れ
ま
で
試
み
に
改
革
を
務
め
た
る
は
、
目
的

　
　
　
も
な
く
、
前
見
も
無
か
り
し
こ
と
直
に
見
ゆ
。
O
日
本
人
要
用
な
る
学

　
　
　
術
の
諸
菩
を
、
日
本
語
翻
訳
せ
し
め
た
り
。
然
れ
ど
も
、
諸
士
官
こ
れ

　
　
　
を
理
解
す
る
こ
と
な
し
。
緊
要
な
る
基
本
の
知
見
を
開
き
居
ら
ざ
る
が

　
　
　
　
　
一
η
〕

　
　
　
故
な
り

と
説
き
、
日
本
の
風
俗
習
慣
や
教
育
の
方
法
に
あ
っ
た
士
官
学
校
を
創
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
こ
で
は
ま
ず
一
般
教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の

一
般
教
養
と
教
育
目
的
の
欠
如
が
何
事
に
も
徹
底
せ
ず
上
達
し
な
い
原
因
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。
教
育
の
目
的
と
は
「
日
本
国
の
寧
誰
を
保
定
」
、
す
な
わ
ち

国
家
の
安
定
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
外
国
人
海
陸
軍
教
師
は
、
日
本
の
軍
隊
の
近
代
化
に
対
し
同
様
の
見
解
を

持
っ
て
お
り
、
先
の
軍
制
改
正
の
際
に
提
出
さ
れ
た
意
見
書
に
あ
る
趣
旨
に
も

ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
理
言
は
、
海
陸
軍
所
を
中
心
と
す
る
洋
学
者

の
當
国
強
兵
と
い
う
課
題
認
識
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。

沼
津
兵
学
校
に
お
け
る
教
育
の
史
的
考
察

四
　
昌
平
坂
学
間
所
に
お
け
る
洋
学
講
義
と
中
外
新
聞

　
開
成
所
に
お
け
る
学
政
改
革
は
、
そ
れ
ま
で
洋
学
と
は
ほ
と
ん
ど
無
縁
で

あ
っ
た
昌
平
坂
学
問
所
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
慶
応
三
年
四
月
二
十
六
日

に
西
周
助
（
周
）
が
津
田
真
一
郎
（
真
道
）
に
宛
て
た
書
翰
の
中
に
「
将
又
聖

堂
へ
洋
課
之
科
開
候
事
林
家
に
も
既
に
承
引
候
て
古
賀
先
生
當
り
も
其
説
之
由
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
璽

若
事
左
様
相
成
得
は
大
兄
之
骨
折
所
希
望
御
座
候
」
と
あ
り
、
「
洋
講
之
科
」

が
津
田
、
西
を
中
心
に
企
画
さ
れ
、
林
家
の
承
認
を
得
て
昌
平
坂
学
問
所
の
学

科
に
加
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
前
年
の
慶

応
二
（
一
八
六
六
）
年
十
二
月
の
開
成
所
に
お
け
る
洋
学
の
「
日
講
」
の
開
催
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
9
一

す
な
わ
ち
「
西
洋
地
理
學
。
究
理
學
。
兵
學
。
歴
史
等
」
の
日
本
語
に
よ
る
講

釈
を
発
展
さ
せ
、
一
学
科
と
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
後
「
洋
講

之
科
」
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
、
慶
応
四
年
一
月
の
昌
平
坂
学
問
所
の
「
学

問
修
業
次
第
」
に
よ
れ
ば
、
「
刑
政
科
」
の
中
に
、
天
文
・
地
理
・
算
術
・
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
0
）

産
な
ど
洋
学
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
諸
学
科
の
開
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
日
本
語
に
よ
る
洋
学
を
漢
学
と
同
様
に
一
般
教
養
と
し
て
学
ば

せ
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
西
周
助
ら
開
成
所
の
洋
学
者
に
よ
る
尽
力
が
大
き
い

と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
開
成
所
の
洋
学
者
は
、
自
ら
の
西
洋
諸
学
術

研
究
あ
る
い
は
西
洋
事
情
の
知
識
を
通
じ
て
、
日
本
に
お
け
る
近
代
化
の
必
要

性
を
一
番
身
近
に
感
じ
て
い
た
と
想
像
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
西
や
津
田
と
と

も
に
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
し
た
赤
松
大
三
郎
（
則
良
）
は
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
五



　
　
西
、
津
田
等
の
伝
え
た
フ
ィ
セ
リ
ン
グ
の
法
律
経
済
学
は
実
に
日
本
に
於

　
　
け
る
其
学
閉
の
出
発
鮎
で
あ
っ
て
、
斯
学
の
之
に
負
ふ
所
甚
大
で
あ
る
と

　
　
云
ふ
。
今
の
学
界
に
も
此
邊
の
消
息
は
解
っ
て
居
ら
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。

　
　
西
、
津
田
が
帰
朝
後
開
成
所
で
講
じ
た
の
は
即
ち
是
で
あ
っ
た
の
で
あ

　
　
　
一
仙
一

　
　
ろ
う
。

と
語
っ
て
い
る
。

　
同
時
期
に
開
成
所
か
ら
創
刊
さ
れ
た
「
中
外
新
聞
」
紙
上
で
も
、
西
洋
事
情

及
び
西
洋
の
諸
制
度
が
数
多
く
翻
訳
紹
介
さ
れ
、
読
者
を
啓
蒙
し
よ
う
と
す
る

意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
。
特
に
、
人
材
育
成
の
た
め
の
教
育
に
関
し
て
、
学
校

形
態
を
示
唆
す
る
よ
う
な
意
見
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
法
蘭
西
教
師
の
訓
導

を
受
け
た
る
日
本
士
官
の
事
に
付
き
、
我
が
兵
制
を
成
就
す
る
為
に
我
れ
一
説

あ
り
」
と
し
て
、

　
　
日
本
國
に
於
て
、
軍
兵
を
成
就
し
得
べ
き
着
賛
な
る
士
官
を
得
ん
と
欲
せ

　
　
ば
、
好
き
兵
學
校
を
設
く
る
を
要
す
。
先
づ
児
童
の
小
學
校
を
建
て
、
其

　
　
教
導
の
仕
方
は
他
日
諸
科
の
學
に
進
み
易
き
様
に
行
ふ
べ
し
。

　
　
　
此
の
小
學
校
よ
り
出
た
る
少
年
、
武
人
と
爲
ら
ん
事
を
欲
す
る
者
は
、

　
　
尋
で
欧
羅
巴
の
法
を
以
て
設
け
た
る
兵
學
校
に
入
る
べ
し
。
右
の
兵
學
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
一

　
　
は
云
は
ば
好
士
官
を
製
造
す
る
場
所
な
り
。

と
説
き
、
さ
ら
に
、
兵
学
校
の
科
目
に
製
鉄
場
な
ど
の
技
術
伝
習
も
取
り
入
れ

る
こ
と
、
伝
習
は
フ
ラ
ン
ス
人
教
師
に
よ
る
こ
と
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
柵
）

な
方
策
で
ト
ル
コ
か
ら
独
立
を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
軍
人
が

文
官
の
役
割
も
果
た
す
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
六
六

　
こ
こ
で
提
案
さ
れ
て
い
る
学
校
は
小
学
校
と
兵
学
校
で
あ
る
。
児
童
を
教
育

す
る
小
学
校
の
上
に
上
級
学
校
と
し
て
の
兵
学
校
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、

軍
人
以
外
の
進
路
選
択
の
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
。
軍
人
が
文
官
同
様
の
能
力

を
有
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
兵
学
校
の
教
育
内
容
は
諸
学
術
も
含
む
と
想
像

で
き
よ
う
。
こ
れ
は
、
先
の
軍
制
改
正
に
お
け
る
意
見
書
の
教
育
内
容
を
連
想

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
兵
学
校
を
中
心
と
し
た
教
育
の
最
終
的
な
目
標
は
国
家

の
独
立
で
あ
り
、
良
い
軍
人
を
持
つ
こ
と
が
国
内
を
統
一
し
、
引
い
て
は
世
界

に
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
説
い
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
旧
幕
教
育
機
関
の
制
度
改
革
に
お
け
る
到
達
点
は
、
洋
学
者
を
政
治
的
指
導

者
と
し
、
開
成
所
、
海
陸
軍
所
、
昌
平
坂
学
問
所
が
密
接
に
結
び
つ
い
た
教
育

で
あ
る
。
完
全
実
施
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
能
力
主
義
の
傲
底
、
普
通
学
に

よ
る
教
育
、
小
学
校
－
上
級
学
校
と
い
う
学
校
体
系
が
す
で
に
議
論
さ
れ
て
い

た
と
い
う
事
実
に
注
目
し
た
い
。
ま
た
、
上
級
学
校
…
兵
学
校
で
あ
る
必
要
性

が
殊
更
強
調
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
沼
津

に
お
い
て
全
て
制
度
化
、
実
現
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
沼
津
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
能
力
主
義
を
徹
底
し
た
教
官
の
等
級
や
給
料
決

定
及
び
ク
ラ
ス
編
成
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
、
試
験
導
入
が
生
徒
は
勿
論
の
こ
と

教
官
の
資
格
審
査
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、
幕
府
の
封
建

体
制
下
で
は
徹
底
で
き
な
か
っ
た
学
校
構
想
の
実
現
で
あ
ろ
う
。
兵
学
校
が
沼



表
－
　
創
設
当
初
の
沼
津
兵
学
校
教
官
名
と
担
当
教
科

教
官
名

西
周
助

伴
鐵
太
郎

塚
本
桓
輔

大
築
保
太
郎

赤
松
大
三
郎

渡
部
一
郎

揖
斐
吉
之
助

乙
骨
太
郎
乙

浅
井
六
之
助

平
岡
鎖
太
郎

万
年
補
一

久
須
芙
七
十
五
郎

問
宮
鐵
太
郎

天
野
釣
之
丞

森
川
大
三
郎

蓮
池
新
十
郎

山
内
文
次
郎

石
橋
鎗
次
郎

永
持
五
郎
次

高
嶋
四
郎
兵
衛

黒
田
久
馬
介

中
根
逸
郎

神
保
寅
三
郎

薗
　
鑑
三
郎

榎
本
徳
次
郎

鈴
木
源
五
郎

浅
野
源
四
郎

山
田
真
一
郎

熊
谷
次
郎
左
衛
門

山
本
誉
五
郎

小
野
田
東
市

伊
藤
鉦
之
助

別
所
實
一

福
鴫
邦
太
郎

小
野
金
蔵

桂
川
甫
策

柏
原
淳
平

松
井
孝
太
郎

鈴
木
興
三
郎

竹
田
重
ロ
ロ

並
木
口
之
丞

石
渡
力
次

曾
根
亨
吉

江
原
要
人

役
職
・
担
当
教
科

兵
学
校
頭
取
　
英
・
仏

一
等
教
授
方
　
地
方
測
最
掛

同
　
　
　
　
　
砲
兵
科
掛
・
数
一
英
仏
・
英
史

同
　
　
　
　
　
歩
兵
科
掛
・
操
紳

同
築
造
科
掛
・
数

一
等
教
授
方
並
教
授
改
方
心
得
　
英

二
等
教
授
方

同
　
　
　
　
　
英

同
　
　
　
　
　
地
方
測
最
掛
・
数

＝
等
教
授
方
　
操
練
・
歩
兵
科
生
從
肝
煎
心
得

同
　
　
　
　
　
試
砲
・
砲
兵
科
生
從
肝
煎
心
得

同
　
　
　
　
　
　
試
砲
銃

同
　
　
　
　
　
試
砲
銃

同
試
砲
・
築
造
科
生
從
肝
煎
心
得

同
　
　
　
　
　
偽
操
・
歩
兵

同
　
　
　
　
　
試
砲
・
逃
而
小
学
校
数
学
教
師

同
　
　
　
　
　
仏

同
　
　
　
　
　
英
・
仏
雇

司
　
　
　
　
　
　
　
ー
ム

『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

同
　
　
　
　
　
英

同
　
　
　
　
　
測
最
掛
・
数

同
　
　
　
　
　
書
史

同
　
　
　
　
　
数

三
等
教
授
方
並
英

同
　
　
　
　
　
数

教
授
方
手
働
　
地
方
測
量
掛
・
数

同
　
　
　
　
　
地
方
測
量
掛
・
数

同
地
方
測
最
掛
・
数

同同兵
学
校
附
属
剣
術
教
授
方

同兵
学
校
附
　
小
学
校
胎
操
教
授
方

同
　
　
　
　
小
学
校
碍
操
教
授
方

絵
凶
方
・
当
分
書
籍
掛

化
学
方

火
工
方
・
当
分
書
籍
掛

警
記
方

剃
臥
教
授
方

学
校
附
　
調
馬
方

同
　
　
　
調
馬
方

同
　
　
　
調
馬
方

同
調
馬
方
俗
務
取
扱

同
　
　
　
絵
図
方

「
明
治
初
年
沼
津
兵
学
校
二
関
ス
ル
記
事
及
ヒ
江
戸
ヨ
リ
沼
津
二
到

ル
旅
行
記
事
ノ
一
部
」
＾
「
西
周
文
書
」
一
〇
二
〕
よ
り
作
成

陛陛陸陸陛開開陛開海開海海開
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軍成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陸　所所

幕
末
の
経
歴

陛陛開陛陛陛陛仏
語
学
所

開開開

表
2
　
予
備
教
育
の
時
間
割

毫
季「釜

薗 鵠㍉ 薗竃秤 軸看痕
　
■
差
喬
　
　
ψ

一
て
婁
篭
）
1
（
　
♂
　
砺
d
　
三

多
項
◎
二
一

、也亨　各丙一歩　　日官　　古みφ　　唄．　　〒　　’’

皇
荷
歪
≠
晴
自
言
’
晴
重
汐
時

　
乙
　
’
乙
　
菱
望
　
一
㌻
・
閥
　
需
を
　
策
◎
項
づ
　
　
　
i
”
　
　
ロ
　
　
ニ
　
　
呈
一
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
．
一
’
一
1
　
　
　
　
■
一
鉦
桑
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
■

立
マ
　
ヘ
マ
仙
一
　
　
　
司
㌣
華
．
袖
｛
熱
皇
保
木
容
田

自
九
新
至
十
場
○
士
帯
至
十
二
腎

篭
高
’黒乙キ哨肯

多一紅省谷 〃
本
紬
民

幸
席
、

ψ
t
差
日
〕
1
（
褐
見
ψ

♂
看
〇
三

一
含
乱
．
項
・
一
‘
●
．
　
　
　
一
’

乙差針㌔塔

切

功
丙
残
q
〃

躯
　
ノ
o
，
　
　
≡

肋
甲
噴
〇
一
弗
丁
請
A
二
．

「
引
毒

西
周
文
書
一
〇
二

沼
濠
兵
学
校
に
お
け
る
教
育
の
史
的
考
察

一
六
七



表
3
　
海
陛
軍
取
事
改
正
の
意
見
書

　
⑤
④
（
　
③
げ
海
海
御
上
海
候
軍
陸
軍
げ
軍
書
御
二
制
候
将
付
建
軍
掛
薔
士
　
興
将
）
付
資
　
の
士
　
　
級
　
俵
階
　
　
の
　
に
級
　
　
義
　
付
序
　
　
に
　
き
　
　
　
付
　
申
　
　
　
き
　
し
　
　
　
申
　
上
　
　
　
し

＾
　
②
御
げ
海
軍
候
陸
制
書
二
掛
付
軍
）
　
将
　
　
士
　
　
教
　
　
育
　
　
の
　
　
峡
　
　
1
申
　
　
し
　
　
上

＾
　
①
砲
上
講
術
げ
武
詐
候
所
取
杏
御
調
付
模
掛
　
様
）
　
御
　
　
変
　
　
革
　
　
の
　
　
條
　
　
申
　
　
し

魎
名
＾
提
山
者
）

　
慶
1
0
応
月
2

c
慶
塞
応
3
2

　c元12塞治月e元 文　　文久　9久2　月2
　
文
9
久
月
2

c
文
鶴
久
ご
2

年
月

世
定
役
の
に
海
禄
さ
職
資
よ
軍
の
れ
に
格
り
士
旧
る
お
に
他
官
習
べ
い
つ
局
の
L
き
て
い
へ
階
を
で
能
て
飛
級
廃
あ
力
。
ぱ
引
止
る
に
　
さ
き
す
。
応
　
れ
上
る
海
じ
　
た
げ
こ
軍
て
　
も
の
と
に
階
　
の
こ
。
眼
級
　
の
と
　
り
と
　
復
’
　
r
給
　
局
素
　
門
料
　
’
行
　
地
が
　
生
不
　
’
規
　
徒
良

内
容

①
『
陸
軍
歴
史
L
「
講
武
所
創
設
下
」
1
4
、
②
同
前
「
軍
制
改
正
上
」
9
、
③
『
海
軍
歴
史
』
「
軍

制
改
正
上
」
4
、
④
同
前
、
5
。
『
陸
軍
歴
史
L
「
軍
制
改
正
上
」
1
5
、
⑤
，
海
軍
歴
史
－
「
軍
制

改
正
上
」
6
、
⑥
同
前
「
軍
制
改
正
中
」
4
、
⑦
『
陸
軍
歴
史
』
「
軍
制
改
正
中
」
u
、
⑧
『
海

軍
歴
史
』
「
軍
制
改
正
巾
」
5
、
⑨
同
前
、
6
＾
勝
部
真
長
他
編
『
勝
海
舟
全
集
』
1
3
，
1
6
，

1
7
一
よ
り
作
成
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
八

津
に
創
設
さ
れ
た
こ
と
も
、
新
政
府
及
び
藩
内
の
守
旧
派
か
ら
の
干
渉
を
最
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
坐

限
に
と
ど
め
る
た
め
の
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
位
言
す
べ
き
は
、

普
通
学
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
兵
学
校
が
陸
軍
士
官
志
望
以
外
の
者
、
す

な
わ
ち
語
学
や
数
学
な
ど
を
志
望
す
る
者
、
後
に
は
小
学
教
員
志
望
の
者
に
も

員
外
生
と
し
て
門
戸
を
開
い
た
点
で
あ
る
。
幕
末
期
に
は
富
国
強
兵
を
実
現
す

る
手
段
と
し
て
士
官
養
成
の
み
が
言
及
ざ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
お
い
て
他
の

職
業
の
可
能
性
も
同
等
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
価
一

　
静
岡
藩
で
は
、
明
治
三
年
七
月
に
は
庶
民
を
も
入
れ
て
、
領
内
各
地
へ
付
属

小
学
校
に
倣
っ
た
教
育
内
容
を
も
つ
小
学
校
の
設
置
が
布
令
さ
れ
、
こ
れ
ら
を

底
辺
に
し
て
試
験
に
よ
り
上
級
学
校
に
進
級
し
て
行
く
と
い
う
教
育
体
制
が
確

立
し
た
。
こ
れ
よ
り
兵
学
校
は
、
静
岡
学
問
所
と
と
も
に
静
岡
藩
の
上
級
学
校

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
近
代
性
か
ら
も
、
実
質
的
に
は
兵
学
校
が
教
育

改
革
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
学
校
体

制
は
、
本
論
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
旧
教
育
機
関
の
制
度
改
革
に
そ
の
源

泉
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

2　1
註

（
3
）

　
文
部
省
編
『
日
本
教
育
史
資
料
』
第
一
峡
、
一
九
二
－
二
〇
一
頁
。

　
静
岡
県
教
育
研
修
所
編
『
静
岡
県
教
育
史
』
通
史
篇
上
巻
、
昭
和
四
七
年
、
一
九
七

頁
。　

『
淀
書
』
第
五
十
六
条
に
規
定
さ
れ
た
兵
学
校
の
入
学
試
験
の
科
目
は
、
素
読
、
手

跡
、
算
術
、
地
理
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
予
備
教
育
で
は
そ
れ
ら
の
学
科
が
教
授
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
手
跡
に
は
作
文
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
横
浜
語
学
所
出
身
の
熊



（
4
）

＾
5
）

（
6
）8710 9（

1
1
）

13 12＾
1
4
）

谷
に
よ
る
「
獺
見
」
が
そ
の
個
人
指
導
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
教
科
の
記
入

が
な
い
時
隈
、
例
え
ぱ
間
宮
と
薗
の
ク
ラ
ス
は
、
付
属
小
学
校
の
科
目
で
あ
る
体
操
、

あ
る
い
は
操
練
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
橋
尾
四
郎
「
沼
津
兵
学
校
と
そ
の
附
属
小
学
校
」
＾
『
日
本
の
教
育
史
学
』
二
一
、
昭

和
四
四
年
）
、
同
「
静
岡
藩
に
お
け
る
近
代
学
校
の
成
立
過
程
」
（
『
教
育
研
究
』
三
三

号
、
昭
和
四
一
年
）
、
影
山
昇
『
日
本
近
代
教
育
の
歩
み
』
＾
学
陽
杳
房
、
昭
和
五
五

年
）
、
同
「
明
治
初
年
の
静
岡
藩
の
学
校
教
育
」
（
『
放
送
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』

第
一
一
号
、
一
九
九
四
年
）
。

　
宮
崎
ふ
み
子
「
開
成
所
に
於
け
る
慶
応
改
革
－
開
成
所
『
学
政
改
革
」
を
中
心
と
し

て
1
」
（
，
史
學
雑
誌
』
第
八
九
編
第
三
号
、
昭
和
五
五
年
）
、
八
三
頁
。

　
『
開
成
所
伺
等
留
』
乾
、
坤
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
。

　
西
周
助
、
津
田
真
一
郎
等
も
慶
応
二
年
三
月
に
「
典
身
一
代
」
と
し
て
召
し
出
さ
れ

て
い
る
。

　
『
開
成
所
事
赫
』
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
。

　
横
浜
で
の
仏
式
陸
軍
演
習
や
英
式
海
軍
演
習
に
備
え
て
仏
語
英
語
の
学
習
が
必
要
と

な
っ
た
た
め
。
次
項
の
「
海
陸
軍
所
の
軍
制
改
革
」
参
照
。

　
前
掲
「
開
成
所
に
於
け
る
慶
応
改
革
」
七
四
－
七
五
頁
。

　
能
力
主
義
の
導
入
は
、
開
成
所
以
前
に
海
軍
所
で
試
み
ら
れ
よ
う
と
し
た
（
勝
部
真

長
・
松
木
三
之
介
・
大
口
勇
次
郎
編
『
勝
海
舟
全
築
』
二
二
［
海
軍
歴
史
工
、
六
一

－
六
二
頁
）
。

　
安
政
四
年
九
月
に
選
ば
れ
た
第
三
回
長
崎
海
軍
伝
習
生
一
一
名
（
前
掲
『
勝
海
舟
全

集
』
二
一
［
海
軍
歴
史
1
］
、
一
四
八
－
一
五
〇
頁
）
の
う
ち
四
名
が
蕃
書
調
所
教
官

で
あ
る
。

　
前
掲
，
開
成
所
事
務
』
。

　
文
久
元
一
一
八
六
こ
年
の
「
軍
制
改
正
取
調
べ
」
の
達
し
に
よ
り
小
粟
豊
後
守
、

勝
麟
太
郎
ら
が
御
軍
制
取
調
御
用
を
命
じ
ら
れ
た
（
前
掲
，
勝
海
舟
全
集
』
一
三
〔
海

軍
歴
史
皿
〕
、
五
－
六
頁
。
一
七
〔
陸
軍
歴
史
皿
〕
五
－
六
頁
）
。

　
前
掲
『
勝
海
舟
全
集
』
二
二
［
海
軍
歴
史
皿
］
、
六
一
頁
。

（
1
5
）

17 1621 20 19 18（
2
2
）

27 26 25 24 2331 30 29 28

　
蕃
書
調
所
に
お
い
て
も
創
設
当
初
陪
臣
出
身
の
教
授
方
の
肩
杳
は
す
べ
て
「
出
役
」

で
あ
っ
た
（
『
蕃
書
調
所
立
合
御
用
留
』
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
、
六
九
丁
オ
ー

七
〇
丁
オ
）
。

　
前
掲
『
勝
海
舟
全
集
』
二
二
［
海
軍
歴
史
皿
］
、
六
〇
頁
。

　
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ー
ケ
『
長
崎
伝
習
所
の
日
々
』
東
洋
文
庫
二
六
、
平
凡
社
、
昭
和
三

九
年
、
五
四
頁
。

　
前
掲
『
勝
海
舟
全
集
』
二
一
［
海
軍
歴
史
1
］
、
一
五
一
頁
竈

　
前
掲
『
勝
海
舟
全
集
』
一
七
［
陛
軍
歴
史
皿
］
、
九
六
頁
。

　
前
掲
『
勝
海
舟
全
集
』
二
二
［
海
軍
歴
史
ム
、
四
六
－
四
七
頁
。

　
た
と
え
ば
、
赤
松
大
三
郎
は
学
問
所
で
漢
学
、
坪
井
信
良
に
蘭
学
を
学
び
、
蕃
書
調

所
の
句
読
教
授
出
役
と
な
り
、
そ
の
後
海
軍
教
授
方
と
な
っ
た
。
学
問
所
に
通
う
傍
ら

語
学
を
修
得
し
、
そ
の
後
海
軍
伝
習
に
派
遣
さ
れ
た
者
に
内
田
恒
次
郎
、
榎
本
釜
次
郎

ら
が
い
た
。
榎
本
は
中
浜
万
次
郎
、
内
田
は
赤
松
大
三
郎
に
師
事
し
た
。

　
蕃
書
調
所
は
生
徒
資
格
と
し
て
漢
学
の
素
養
を
必
要
と
し
た
が
、
講
武
所
、
軍
艦
操

練
所
は
特
に
生
徒
資
格
は
設
定
し
て
い
な
い
。

　
「
海
軍
稽
古
規
則
」
（
前
掲
『
勝
海
舟
全
集
』
二
一
［
海
軍
歴
史
1
］
、
二
二
七
頁
）
。

　
前
掲
『
勝
海
舟
全
集
』
一
七
［
陸
軍
歴
史
m
］
、
一
八
頁
。

　
前
掲
『
勝
海
舟
全
集
』
一
六
［
陸
軍
歴
史
ム
、
五
二
〇
頁
。

　
同
前
。

　
前
掲
『
勝
海
舟
全
集
』
一
七
〔
陸
軍
歴
史
m
〕
、
四
七
五
－
四
七
六
頁
。
文
久
二
年

十
一
月
五
日
の
日
記
に
「
軍
制
改
正
の
評
議
あ
り
。
吾
思
う
処
あ
る
を
以
て
、
敢
え
て

；
日
を
も
発
せ
ず
」
。
七
日
に
「
吾
義
な
き
は
、
そ
の
行
わ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
知
れ
ば

な
り
」
と
あ
る
（
前
掲
『
勝
海
舟
全
集
』
一
八
［
海
舟
日
記
1
］
、
昭
和
四
八
年
、
一

四
－
一
五
頁
）
。

　
前
掲
『
勝
海
舟
全
集
』
一
七
〔
陸
軍
歴
史
皿
〕
、
九
六
頁
。

　
同
前
、
九
七
頁
。

　
同
前
。

　
同
前
。

沼
津
兵
学
校
に
お
け
る
教
育
の
史
的
考
察

一
六
九



一
七
〇

33 32（
鋤
）

（
3
5
）

4140 39　38 37　36（
〃
）

（
蝸
）

　
同
前
。

　
「
差
し
支
え
の
趣
申
し
聞
け
候
」
と
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
（
同
前
、
九
八

頁
）
。

　
前
掲
『
開
成
所
事
務
』
。

　
陸
軍
所
に
続
い
て
海
軍
所
生
徒
も
受
け
入
れ
た
作
に
関
し
て
、
倉
沢
剛
氏
は
「
海
軍

奉
行
並
の
支
配
向
き
が
、
兵
学
の
基
礎
と
し
て
英
仏
語
学
を
志
望
し
、
ぞ
く
ぞ
く
と
開

成
所
に
入
学
し
、
そ
れ
が
稽
古
の
主
力
と
な
っ
た
」
と
推
測
し
て
い
る
＾
倉
沢
剛
『
幕

末
教
育
史
の
研
究
二
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
八
年
、
二
二
二
頁
）
。
倉
沢
氏
の
説
を

実
証
す
る
具
体
的
な
史
料
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
入
学
生
徒
が
「
海
軍
奉
行
並
の
支

配
向
」
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
先
の
「
海
軍
奉
行
並
支
配
組
の
者
教
育
の
手
続

き
」
の
規
定
が
施
行
さ
れ
た
時
期
は
同
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
『
開
成
所
伺
等
留
』
坤
。

　
蘭
学
教
授
手
伝
並
出
役
の
鈴
木
源
五
郎
及
び
翻
訳
策
記
方
出
役
の
前
嶋
来
助
が
数
学

教
授
手
伝
出
役
に
、
英
学
教
授
手
伝
出
役
の
内
田
弥
太
郎
が
英
学
一
等
教
授
方
に
登
用

さ
れ
た
。

　
前
掲
『
勝
海
舟
全
集
』
二
一
［
海
軍
歴
史
1
］
、
一
四
六
頁
。

　
前
掲
『
勝
海
舟
全
集
』
一
七
［
陸
軍
歴
史
皿
］
、
三
二
三
⊥
二
二
四
、
三
二
九
頁
。

　
津
田
道
治
『
津
田
眞
逝
』
東
京
閤
、
昭
和
一
五
年
、
一
〇
一
頁
。

　
『
綱
徳
川
實
紀
』
第
五
篇
、
経
済
雑
誌
社
、
明
治
四
〇
年
、
一
一
一
八
頁
。

　
『
日
本
教
育
史
資
料
』
七
、
一
〇
二
！
一
〇
六
頁
。

　
赤
松
則
良
談
「
6
0
年
前
の
阿
蘭
陀
留
学
」
（
『
大
日
本
』
九
号
、
国
立
国
会
図
書
館
憲

政
資
料
室
所
蔵
、
大
正
七
年
）
九
三
頁
。

　
木
村
毅
編
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
第
三
巻
、
世
界
文
庫
、
昭
和
三
六
年
、
二
二
二

－
二
一
四
頁
。

　
こ
れ
と
同
様
の
話
が
一
八
六
六
年
三
月
二
一
日
付
の
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
の
覚
書
に

あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
と
ト
ル
コ
の
留
学
生
が
一
八
四
七
年
に
英
国
に
留
学
生
と
し
て
派
遣

さ
れ
、
主
に
語
学
と
科
学
を
学
び
、
国
家
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
と
い
う
話
で
あ
る

（
刎
）

＾
価
）

（
「
日
本
関
係
イ
ギ
リ
ス
外
交
文
書
（
『
・
o
■
ま
）
」
早
稲
田
大
学
現
代
政
治
研
究
所
所
蔵
マ

イ
ク
ロ
）
。

　
兵
学
校
の
運
営
の
中
心
で
あ
っ
た
江
原
素
六
に
よ
る
と
、
兵
隊
養
成
は
い
ず
れ
廃
藩

齪
県
の
た
め
に
解
隊
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
国
家
の
為
に
非
生
産
的
な
出
費
で
あ
る
と
し
、

そ
の
費
用
を
教
育
費
に
当
て
、
さ
ら
に
余
剰
金
で
銀
行
を
設
立
し
た
。
「
そ
の
利
子
を

以
て
学
校
を
独
立
さ
せ
、
遂
に
は
大
学
に
ま
で
し
や
う
」
（
江
原
素
六
「
維
新
前
後
の
経

歴
談
」
（
，
同
方
会
誌
』
第
二
四
号
、
明
治
三
六
年
、
二
四
頁
）
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る

と
い
う
。

　
前
掲
『
日
本
教
育
史
資
料
』
第
一
軟
、
一
八
三
！
一
八
四
頁
。

　
静
岡
藩
で
は
明
治
三
年
一
月
と
七
月
（
七
－
九
月
か
）
の
二
度
に
渡
り
『
静
岡
藩
小

学
校
淀
書
』
が
出
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
一
月
に
制
定
さ
れ
た
も

の
が
効
力
を
持
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
前
掲
，
静
岡
県
教
育
史
』
資
料
篇
上
巻
、

昭
和
四
八
年
、
一
九
頁
、
注
1
）
。


